
（�）　平成 2�年 �2月 第 69号

○ 白馬岳山火事跡地調査報告会 ………………………………………………… Ｐ２
○ 各種現地検討会を開催 ………………………………………………………… Ｐ３
○ 風景紀行「木曽越古道と三十三観音」 ………………………………………… Ｐ６

主 な 項 目

（Ｐ4〜5に関連記事）

城東小学校でマスクをしての出前授業

http://rinya.maff.go.jp/chubu/



第 69号 平成 2�年 �2月　（2）

　

こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
、
今
後
の
山
火
事

跡
地
の
復
旧
及
び
山
火
事
防
止
の
普
及
啓
発

を
含
む
白
馬
岳
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て
、

関
係
行
政
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
を
署
長
が
表
明
し
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

 

［
企
画
調
整
室
］
十
一
月
十
二
日
〜
十
三
日
、

森
林
管
理
局
等
に
お
い
て
署
長
等
会
議
が
開

催
さ
れ
、
十
月
に
開
催
さ
れ
た
局
長
会
議
、

事
業
担
当
部
長
会
議
の
内
容
を
踏
ま
え
た
指

示
が
伝
達
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
年
度
の
業

務
運
営
に
関
す
る
指
示
、
打
合
せ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

全
体
会
議
は
、
局
庁
舎
の
耐
震
工
事
の
関

係
か
ら
、
外
部
の
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で

実
施
さ
れ
、
冒
頭
、
城
土
局
長
及
び
竹
林
次

 

［
中
信
署
］
十
一
月
二
十
七
日
、
白
馬
岳
山
火

事
跡
地
調
査
の
最
終
報
告
会
が
中
信
森
林
管

理
署
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
本
年
五
月
に
、「
花
の
名
山
」
と
し
て

知
ら
れ
る
白
馬
岳
小
雪
渓
上
部
の
高
山
帯
に

お
い
て
山
火
事
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
自

然
環
境
へ
の
影
響
等
を
総
合
的
に
調
査
す
る

た
め
、
中
信
森
林
管
理
署
が
信
州
大
学
山
岳

科
学
総
合
研
究
所
に
委
託
し
て
調
査
を
し
た

も
の
で
す
。

　

植
生
回
復
状
況
に
つ
い
て
は
、
高
橋
准
教

授
か
ら
「
草
本
群
落
で
は
山
火
事
の
ダ
メ
ー

ジ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
燃
え
た
ハ
イ
マ
ツ

群
落
は
枯
死
し
て
お
り
、
林
床
植
生
も
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ハ
イ
マ
ツ
群
落
の

焼
失
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
た

め
、
山
火
事
の
生
態
系
へ
の
影
響
は
限
定
的

で
あ
り
、
今
後
は
焼
失
し
た
ハ
イ
マ
ツ
群
落

が
ど
の
よ
う
に
回
復
し
て
い
く
か
を
観
察
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
地
形
・
地
質
に
つ
い
て
は
、
苅

谷
教
授
か
ら
「
今
後
の
地
形
変
化
予
測
と
し

て
、
短
期
的
に
は
、
特
に
問
題
視
す
る
必
要

は
な
く
、
中
期
的
（
次
シ
ー
ズ
ン
以
降
）
に

は
、
ハ
イ
マ
ツ
群
落
が
回
復
せ
ず
に
枯
死
す

る
こ
と
で
裸
地
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
登
山
道
へ
の
土
砂
流
出
は
、

山
火
事
跡
地
内
に
土
砂
が
存
在
し
な
い
こ
と
、

山
火
事
跡
地
と
登
山
道
と
の
間
に
川
が
あ
り
、

発
生
し
た
と
し
て
も
そ
こ
で
土
砂
が
吸
収
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
問
題
視
す
る
必
要
は
な
い
」
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
山
蝶
に
つ
い
て
は
、
中
村
寛
志
教

授
か
ら
「
白
馬
岳
山
火
事
に
よ
り
延
焼
地
域
内

に
生
息
し
て
い
た
高
山
蝶
の
ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
と
ク

モ
マ
ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
の
幼
虫
、
卵
は
ほ
と
ん
ど
焼

死
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
の
調
査
か

ら
、
食
草
（
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
・
ス
ゲ
類
）
の
生

育
及
び
成
虫
の
山
火
事
区
域
外
か
ら
の
移
入
を

確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
山
火
事
区
域
内
で
再
び

生
息
し
、
個
体
数
は
回
復
す
る
と
推
測
さ
れ

る
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、 

ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
、
中
村

浩
志
教
授
か
ら
「
火
災
に
よ
る
被
災
地
の
面
積

は
わ
ず
か
で
あ
り
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
餌
と
す
る

高
山
植
物
（
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
、
ミ
ネ
ズ
オ
ウ
、

オ
ヤ
マ
ノ
エ
ン
ド
ウ
）
へ
の
影
響
は
わ
ず
か
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
被
災
地
内
で
採
食
と
な
わ
ば

り
見
張
り
行
動
が
観
察
さ
れ
、
被
災
地
を
含
む

な
わ
ば
り
行
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

被
災
地
周
辺
の
な
わ
ば
り
分
布
は
、
過
去
の
調

査
結
果
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
や
五
月
上
旬
と
時
期
が
早
か
っ
た
こ
と
も
幸

い
し
、
今
回
の
山
火
事
に
よ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
へ

の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
時
期
が
進
ん
だ
段
階
で
山
火
事
が
起
き
た

場
合
は
、
影
響
が
で
る
可
能
性
が
高
く
、
北
ア

ル
プ
ス
北
部
は
、
枯
草
群
落
が
広
く
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

長
か
ら
①
冬
季
作
業
に
向
け
た
安
全
対
策
の
再

確
認
、
②
国
有
林
野
事
業
改
革
を
め
ぐ
る
諸
情

勢
、
③
農
林
水
産
省
改
革
、
④
収
入
確
保
・
予

算
執
行
の
取
組
、
⑤
平
成
二
十
二
年
度
林
野
庁

概
算
要
求
、
⑥
森
林
・
林
業
再
生
の
推
進
、
⑦

山
地
災
害
発
生
時
の
民
有
林
と
の
連
携
、
⑧

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
、
⑨
綱
紀
の
粛
正

等
に
つ
い
て
訓
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
各
部
長
か
ら
は
、
事
業
実
行
に
当

た
っ
て
の
具
体
的
な
取
組
、
注
意
事
項
に
つ
い

て
指
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
の
会
議
で
は
、
新
政
権
下
で
の
予

算
編
成
な
ど
、
従
前
と
は
異
な
る
諸
情
勢
を
踏

ま
え
つ
つ
、
①
地
域
住
民
に
国
有
林
が
果
た
し

て
い
る
役
割
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
取
組
、
②

地
域
の
林
業
の
課
題
に
応
え
、
関
係
機
関
と
協

力
し
て
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
取
組
等
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
、
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

署長会議の様子

白馬岳山火事跡地調査の最終報告会の様子

白
馬
岳
山
火
事
跡
地
調
査
報
告
会
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［
森
林
整
備
課
］
十
一
月
九
日
、
中
部
局
に
お

い
て
も
低
コ
ス
ト
造
林
を
推
進
す
る
た
め
昨
今

注
目
を
集
め
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
苗
を
主
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
造
林
事
業
現
地
検
討
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
場
で
あ
る
中
信
森
林

管
理
署
金
松
寺
山
国
有
林
に
、
育
成
係
長
等
の

造
林
担
当
者
の
ほ
か
種
苗
組
合
関
係
者
や
県
職

員
な
ど
約
四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
植
付
作
業
の
負
担
軽
減
や

良
好
な
初
期
生
長
に
よ
り
下
刈
等
作
業
の
省
力

化
が
期
待
で
き
、
苗
畑
で
生
産
し
た
苗
木
よ
り

も
根
元
径
が
細
く
苗
長
も
長
い
と
い
う
特
徴
が

あ
る
た
め
、
日
頃
苗
木
を
見
な
れ
た
参
加
者
も

初
め
は
戸
惑
い
を
感
じ
ら
れ
た
方
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

し
か
し
、
根
の
部
分
を
ほ
ぐ
し
て
観
察
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
細
か
い
根
が
び
っ
し
り
生
え
た

良
い
苗
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、「
数
回
根
切

り
を
繰
り
返
し
て
い
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
苗

木
は
作
れ
な
い
」
等
、
苗
木
生
産
者
か
ら
驚
き

の
声
も
き
か
れ
ま
し
た
。
苗
の
様
子
等
を
観
察

し
た
後
、
署
の
育
成
係
長
等
が
中
心
と
な
っ
て

宮
城
式
植
栽
器
具
や
唐
鍬
を
用
い
て
ス
ギ
・
カ

ラ
マ
ツ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
百
本
程
度
を
植
付
ま
し

た
。
作
業
と
し
て
は
簡
便
な
が
ら
、
実
際
に
活

着
が
良
い
か
ど
う
か
、
苗
木
の
運
搬
方
法
や
保

管
方
法
な
ど
意
見
が
だ
さ
れ
、
今
後
実
践
に
向

け
た
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
視
点
の
異
な
る
立
場
か
ら
様
々
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
活
か
し
、
引
き
続

き
中
部
局
と
し
て
の
低
コ
ス
ト
造
林
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
木
曽
署
・
南
木
曽
支
署
］
十
二
月
一
日
、
木

曽
地
方
事
務
所
林
務
課
及
び
木
曽
署
、
南
木
曽

支
署
の
関
係
者
が
参
加
し
、
現
地
検
討
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
民
有
林
・
国
有
林
の
現
地
を
把
握

す
る
な
か
で
、
双
方
の
取
組
や
課
題
等
を
共
有

し
な
が
ら
連
携
を
深
め
る
た
め
例
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
王
滝
村
の
国
有
林
内
で
、
長
野
県

西
部
地
震
被
災
地
の
復
旧
状
況
や
天
然
更
新
施

業
の
状
況
等
を
視
察
し
、
天
然
更
新
箇
所
で
は

稚
樹
の
発
生
状
況
等
か
ら
更
新
が
進
ん
で
い
る

様
子
に
感
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
後
、
場
所
を
木
曽
署
へ
移
し
、

民
国
連
携
事
業
の
推
進
や
獣
害
防
除
対
策
、
林

業
事
業
体
の
育
成
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

い
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
検
討
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
い
っ
た
取
組
に
よ
り
民
有
林
・

国
有
林
そ
れ
ぞ
れ
の
現
地
を
把
握
す
る
中
で
、

密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
木
曽
谷
林
業
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
十
一
月
四
〜
五
日
、
東
京
都
に
お

い
て
第
四
十
九
回
治
山
研
究
発
表
会
が
開
催
さ

れ
、
各
局
、
各
県
及
び
民
間
か
ら
四
セ
ク
シ
ョ

ン
に
分
か
れ
計
五
十
課
題
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

中
部
局
で
は
当
署
か
ら
、
斜
面
・
渓
流
対
策

等
の
取
組
部
門
に
「
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
を
用
い

た
治
山
ダ
ム
の
構
築
」（
板
取
川
治
山
事
業
所
）

を
発
表
し
ま
し
た
。

  

表
彰
式
で
の
講
評
で
は
、
二
年
間
に
亘
る

様
々
な
デ
ー
タ
の
集
積
と
そ
の
分
析
が
評
価
さ

れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

コンテナ苗の説明

現地検討会の様子

表彰状を手に森課長と山田主任

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

治
山
研
究
発
表
会
で

　
　
　
　
　

優
秀
賞
を
受
賞

林
政
協
議
会
木
曽
谷
流
域
部
会
で

現
地
検
討
会
を
開
催

造
林
事
業
現
地
検
討
会
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人
気
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
行
わ
れ
る

（
三
殿
貯
木
場
に
て
）

 

［
南
木
曽
支
署
］
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
三

日
と
十
五
日
の
二
日
間
、
当
支
署
の
三
殿
貯
木

場
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
ド
ラ
マ
「
浅
見
光
彦

〜
最
終
章
〜
」
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
は
、
主
人
公
の
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー

「
浅
見
光
彦
」
が
、
日
本
各
地
を
旅
し
な
が
ら

事
件
を
解
決
す
る
と
い
っ
た
シ
リ
ー
ズ
も
の

で
、
今
回
は
、
七
年
前
に
旅
先
で
あ
る
木
曽
で

亡
く
な
っ
た
妹
（
山
で
転
落
死
扱
い
と
さ
れ
て

い
た
）
の
命
日
に
合
わ
せ
、
母
と
木
曽
を
訪

れ
、
妹
の
死
に
隠
さ
れ
た
謎
を
解
き
明
か
す
と

い
っ
た
も
の
で
、
三
殿
貯
木
場
の
ロ
ケ
で
は
妹

の
死
と
も
密
接
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
た
者
が

殺
害
さ
れ
た
現
場
と
し
て
使
わ
れ
、
ヒ
ノ
キ
人

工
林
の
椪
を
バ
ッ
ク
に
、
警
察
の
実
況
見
分
が

進
む
中
で
、
浅
見
と
刑
事
と
の
や
り
と
り
が
撮

影
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
場
所
の
選
定
に
当
た
り
、
制

作
会
社
は
木
曽
ら
し
い
風
景
へ
の
こ
だ
わ
り
か

ら
、
ヒ
ノ
キ
の
里
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
漂
わ
せ

る
三
殿
貯
木
場
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
と
い
う

も
の
で
す
。

　

十
五
日
（
日
曜
日
）
の
ロ
ケ
に
は
、
当
支
署

か
ら
二
名
の
職
員
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
、
鑑

識
役
と
刑
事
役
で
出
演
。
十
二
月
二
日
の
放
送

で
は
、
俳
優
と
見
間
違
う
程
の
名
演
技
で
あ
っ

た
と
ド
ラ
マ
を
視
聴
し
た
同
僚
の
評
価
は
高

く
、
出
演
し
た
職
員
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
撮
影
協
力
と
い
っ
た
形
で
、「
中
部

森
林
管
理
局
南
木
曽
支
署
」
の
テ
ロ
ッ
プ
も
ド

ラ
マ
へ
入
れ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
手
法
で
は

あ
り
ま
す
が
、
開
か
れ
た
国
有
林
と
し
て
の
Ｐ

Ｒ
に
も
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
化
作
業
を
目

指
し
た
技
術
の
向
上
、
列
状
間
伐
の
設
定
方
法

等
に
つ
い
て
の
技
術
講
習
会
を
、
十
一
月
十
日

〜
十
二
日
の
二
日
間
、
加
子
母
裏
木
曽
及
び
中

津
恵
那
国
有
林
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
先
般
木
曽
署
管
内
で
実
施
さ
れ
た
低
コ
ス

ト
・
高
効
率
作
業
の
現
地
検
討
会
を
う
け
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
名
古
屋
事
務
所
の
担
当
者

二
名
、
森
林
官
及
び
係
員
を
中
心
に
署
内
職
員

も
含
め
二
十
名
以
上
が
参
加
し
、
現
地
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
一
日
目
は
二
班
に
分
か
れ
プ

ロ
ッ
ト
設
定
を
行
い
、
列
幅
等
を
検
討
す
る
な

ど
列
状
間
伐
の
意
義
や
設
定
方
法
等
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

二
日
目
午
前
中
は
低
コ
ス
ト
路
網
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

及
び
粘
土
に
よ
る
模
型
等
を
参
考
に
、
作
業
路

の
設
定
及
び
作
設
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
午

後
は
、
現
地
に
お
い
て
実
際
に
作
業
路
の
線
形

を
各
班
で
設
定
す
る
等
、
よ
り
実
践
的
な
視
点

で
検
討
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
を
踏
ま
え
、
現
場
業
務
の
中

で
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
化
作
業
の
定
着
に
む

け
て
意
識
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

［
富
山
署
］
早
月
国
有
林
の
中
山（
一
、二
五
五

㍍
）
で
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
の
巨
木
が
発
見
さ
れ

た
。

　

巨
木
は
、
直
径
十
九
㍍
、
樹
高
二
十
㍍
、
地

上
約
二
㍍
か
ら
三
本
の
幹
に
分
か
れ
て
大
岩
を

抱
く
よ
う
に
生
育
し
て
い
ま
し
た
。

　

発
見
者
は
、
植
物
写
真
家
の
宮
誠
而
さ
ん

で
、
中
山
で
偶
然
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
署
と
し
て
も
、
発
見
箇
所
が
早
月
川
上
流

の
中
山
で
、
こ
の
地
域
で
は
初
め
て
の
生
育
確

認
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
確
な
位
置
は
公
表
し

な
い
で
見
守
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
指
導
普
及
課
］
十
二
月
二
日
、
長
野
市
の
信

州
大
学
教
育
学
部
附
属
長
野
小
学
校
に
お
い

て
、
五
年
生
の
児
童
、
四
十
名
を
対
象
に
「
出

前
授
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
出
前
授
業
」
は
、
本
学
年
の
児
童

の
保
護
者
の
方
々
が
中
心
に
な
り
、
児
童
達

が
四
年
生
で
あ
っ
た
昨
年
の
「
親
子
で
リ
ー
ス

作
り
」
に
引
き
続
き
依
頼
を
さ
れ
た
も
の
で
、

三殿貯木場でのロケの様子

作業路線形を検討

エキストラとして参加した
西村さん

発見されたタテヤマスギ

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
化
作
業
を

�

目
指
し
た
技
術
講
習
会
を
実
施

新
た
に
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
の
巨
木
発
見
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「
木
工
ク
ラ
フ
ト
等
の
作
製
や
森
の
学
習
を
通

じ
、
子
供
達
に
山
や
自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
子
供
達
へ
の
思
い
の
も
と
、
保
護

者
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
木

を
使
っ
て
の
ノ
コ
ギ
リ
体
験
や
コ
ー
ス
タ
ー
・

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
り
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
二
月
九
日
に
は
、
同
市
内
の
城
東

小
学
校
の
五
年
生
の
児
童
、
三
十
名
を
対
象
に

「
出
前
授
業
」
を
実
施
し
、「
世
界
で
一
つ
だ
け

の
マ
イ
箸
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
出
前
授
業
」
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
利
用
し
て
、
自
分
達
の
手
で
箸

を
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
児
童
達
の
提
案
の
も

と
、
ク
ラ
ス
全
員
か
ら
お
願
い
の
手
紙
を
い
た

だ
き
、
実
施
し
た
も
の
で
、
ヒ
ノ
キ
の
端
材
か

ら
採
取
し
た
材
料
を
、
ナ
イ
フ
や
小
刀
を
使
っ

て
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
一
生
懸
命
に
木
を
削

り
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
イ
箸
作
り
に
熱

中
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
職
員

も
マ
ス
ク
姿
で
の
出
前
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
事
前
学
習
と
し
て
、
学

校
の
授
業
の
中
で
、
児
童
達
自
ら
が
箸
作
り
に

適
し
て
い
る
木
材
を
調
べ
た
り
、
間
伐
材
の
利

用
に
つ
い
て
調
べ
た
り
と
、
今
回
の
マ
イ
箸
作

り
に
向
け
た
準
備
を
重
ね
、
ま
た
、
校
長
先
生

か
ら
、「
学
校
の
周
り
に
は
自
然
が
な
く
、
森

林
や
木
に
触
れ
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
子
供

達
に
、
最
終
的
な
目
標
を
箸
作
り
に
す
え
な
が

ら
、
間
伐
材
に
つ
い
て
の
勉
強
を
活
か
し
、
ノ

コ
ギ
リ
の
使
い
方
の
学
習
や
間
伐
材
を
使
っ
て

の
ク
ラ
フ
ト
作
り
等
を
通
じ
、
木
と
の
ふ
れ
あ

い
や
自
然
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
た
い
」
と
の

お
手
紙
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
月
十
四
日
に
も
「
出
前
授
業
」
を
実
施

し
、
校
庭
の
樹
木
を
使
っ
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
や
ノ
コ
ギ
リ
体
験
、
間
伐
木
を
利
用
し
た
ク

ラ
フ
ト
作
成
の
実
習
も
行
い
ま
し
た
。

 

［
国
有
林
野
管
理
課
］フ
ァ
ミ
リ
ー･

フ
ォ
レ
ス

ト･

ガ
ー
デ
ン
は
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
が

国
有
林
を
利
用
し
て
「
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
」

を
目
的
に
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
北
信
森
林
管

理
署
管
内
の
「
カ
ヤ
の
平
自
然
休
養
林
」
に

お
い
て
、
十
八
区
画
を
設
定
し
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

当
地
域
は
、
樹
齢
七
十
五
年
か
ら
九
十
年
の

シ
ラ
カ
バ
や
ブ
ナ
な
ど
の
天
然
林
が
あ
る
木
島

平
村
郊
外
で
、
こ
の
一
帯
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
契
約
満
了
と
な
る
四
区
画
に
お

い
て
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
八
名
の
申
込
み
が

あ
り
、
募
集
し
た
四
区
画
の
う
ち
、
三
区
画
で

競
合
し
た
こ
と
か
ら
、
十
一
月
二
十
五
日
に
抽

選
会
を
実
施
し
当
選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
利
用
に
あ
た
り
契
約
を
締
結
し
、
来

春
か
ら
原
則
三
年
間
（
最
長
六
年
間
）
の
利
用

と
な
り
ま
す
。
森
林
と
共
生
し
な
が
ら
、
自
由

に
遊
び
、
安
ら
ぐ
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
既
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
を

含
め
た
秋
の
交
流
会
等
の
機
会
を
通
じ
て
、
開

か
れ
た
国
有
林
の
情
報
発
信
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

「
安
全
第
一
」
を
基
本
に

 

［
東
信
署　

相
木
班
］
相
木
班
の
現
場
は
、
相

木
、
八
ヶ
岳
、
川
上
の
三
森
林
事
務
所
が
管
轄

（
北
相
木
村
、
南
相
木
村
、
小
海
町
、
南
牧
村
、

川
上
村
）
す
る
国
有
林
及
び
官
行
造
林
地
が
事

業
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

班
員
は
二
名
と
少
人
数
班
で
す
が
、
作
業
は

除
伐
等
の
造
林
事
業
を
は
じ
め
、
林
道
維
持
、

各
種
保
全
管
理
業
務
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
特
に
近
年
は
、
温
暖
化
対
策
に
関
わ
る

業
務
が
増
え
て
い
ま
す
。
広
域
に
及
ぶ
事
業
区

域
、
東
信
署
管
内
で
も
有
数
の
急
峻
な
地
形
に

加
え
ス
ズ
タ
ケ
の
密
生
地
帯
が
あ
り
、
作
業
環

境
は
厳
し
い
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
人
数
班
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
朝
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
き
、
作
業
の
段
取

り
、
安
全
の
確
認
等
を
し
っ
か
り
行
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
山
を
迎
え
、
凍
結
、
降
雪
な
ど

作
業
環
境
が
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
か
ら
「
安

全
第
一
」
を
基
本
に
、
交
通
安
全
、
足
元
・
手

元
に
注
意
す
る
等
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
で

安
全
作
業
に
取
組
、
安
全
第
一
で
無
事
に
乗
り

切
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小刀上手にできるかな

抽選会の様子

本数調整伐作業中

シ
リ
ー
ズ 
シ
リ
ー
ズ 

〜
フ
ァ
ミ
リ
ー･
フ
ォ
レ
ス
ト･

ガ
ー
デ
ン
〜
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やつがたけ 

木
曽
越
古
道
と
三
十
三
観
音

 

［
東
濃
署
］
当
署
が
管
轄
す
る
加
子
母
裏
木
曽
国
有

林
は
、
中
津
川
市
の
北
東
部
に
位
置
す
る
面
積
約

四
、二
〇
〇
㌶
の
国
有
林
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
尾
張
藩
の
藩
林
と
し
て
管
理
さ

れ
、
留
山
制
度
（
木
曽
五
木
の
伐
採
を
禁
ず
る
）
に

よ
り
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
群
生
地
が
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
や
護
山
神
社
奥
社
な

ど
歴
史
的
に
も
興
味
深
い
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
木
曽
越
古

道
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
木
曽
越
古
道
」
は
岐
阜
県
の
加
子
母
か
ら
長
野

県
の
王
滝
へ
抜
け
る
古
道
で
、
そ
の
歴
史
は
今
か
ら

九
百
年
ほ
ど
前
ま
で
遡
り
ま
す
。

　

当
時
は
、
御
嶽
山
へ
向
か
う
主
要
な
登
山
道
と
し

て
利
用
さ
れ
、
御
嶽
講
の
行
者
や
信
者
が
頻
繁
に
往

来
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
道
中
、
加
子
母
か
ら
長
野
県
王
滝
村

滝
越
地
区
ま
で
の
間
に
は
観
音
様
を
刻
ん
だ
三
十
三

体
の
石
像
が
奉
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
観
音
像
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
年
）
に

加
子
母
の
「
林
文
三
郎
」、
付
知
の
「
田
口
忠
左
衛

門
」
が
発
起
人
と
な
り
、
旅
人
の
安
全
を
願
っ
て
木

曽
越
峠
の
要
所
に
道
標
と
し
て
安
置
し
た
も
の
で
す
。

  

こ
の
古
道
は
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
道
路
や
鉄
道
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て

次
第
に
往
来
が
途
絶
え
、
や
が
て
は
観
音
像
の
行
方

だ
け
で
な
く
、
そ
の
ル
ー
ト
さ
え
も
不
明
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

  

こ
の
美
濃
の
国
と
信
濃
の
国
と
を
結
ぶ
歴
史
あ
る

古
道
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
平
成
十
四
年
に
地
元
の

有
志
が
「
古
道
木
曽
越
峠
と
三
十
三
観
音
研
究
会
」

を
旗
揚
げ
し
、
木
曽
越
峠
の
ル
ー
ト
調
査
と
所
在
が

不
明
と
な
っ
て
い
る
三
十
三
体
の
観
音
像
の
捜
索
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

研
究
会
の
熱
心
な
捜
索
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に

二
十
六
体
の
観
音
像
が
発
見
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の

四
年
間
は
、
見
つ
か
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
の
十
一
月
に
研
究
会
と
裏
木
曽

古
事
の
森
育
成
協
議
会
が
協
賛
し
て
「
紅
葉
の
『
裏

木
曽
の
森
』
で
三
十
三
観
音
を
探
そ
う
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
二
十
七
体
目
が
発
見
さ

れ
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
方
不
明
の
観
音
像
は
残
り
六
体
と
な
り
、
同
研

究
会
で
は
、
今
後
も
捜
索
を
行
う
予
定
で
す
。

　

発
見
さ
れ
た
ル
ー
ト
は
現
在
、
加
子
母
に
あ
る
高

時
山
へ
登
る
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お

り
、
道
の
脇
で
は
昔
の
風
景
そ
の
ま
ま
に
観
音
像
が

登
山
者
等
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

高時山から望む御嶽山

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

十
一
月
十
六
日
付

▽ 

南
信
森
林
管
理
署
総
務
課
付
（
南
信
署
諏
訪

南
森
林
官
） 

堀
内　

志
保

林
野
庁
人
事
（
抄
）

 

十
二
月
一
日
付

▽ 

林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
付
（
森
林

整
備
部
計
画
課
併
任
）（
中
部
森
林
管
理
局

東
信
森
林
管
理
署
長
） 

大
西　

滿
信

▽ 

中
部
森
林
管
理
局
東
信
森
林
管
理
署
長
（
北

海
道
森
林
管
理
局
日
高
北
部
森
林
管
理
署

長
） 

安
永　

正
治

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

十
二
月
一
日
付

▽ 

関
東
森
林
管
理
局
出
向
（
総
務
部
総
務
課

付
）（
林
野
庁
森
林
整
備
部
計
画
課
併
任
国

有
林
野
部
経
営
企
画
課
併
任
）（
木
曽
署
南

木
曽
支
署
治
山
課
技
術
専
門
官
）

 

掛
部　
　

晋

▽ 

岐
阜
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
土
木
係
（
岐

阜
署
椹
谷
森
林
事
務
所
） 

生
駒　

豊
文

新たに発見された観音像

昔の佇まいを現在に残す木曽越古道

人
 
の
 
う
 
ご
 き
 

◆
ア
ク
セ
ス

　

中
央
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
二
五
七
号
線

　

を
経
由
し
て
加
子
母
へ

　

加
子
母
総
合
事
務
所
を
横
切
り

　
（
古
道
木
曽
越
登
山
道
入
口
）
へ


